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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
の

課
題
と
方
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

｜
｜
地
域
研
究
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
ー
ー
ー

関

根

政

美

一
地
域
研
究
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
社
会
論

二
社
会
変
動
研
究
と
し
て
の
地
域
研
究

ゴ
一
も
う
一
つ
の
社
会
変
動
の
源
’
反

四
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
課
題

地
域
研
究
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
社
会
論

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
を
、
最
も
単
純
な
形
で
表
現
す
れ
ば
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
民
社
会
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、

オ

ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
む
人
々
、
あ
る
い
は
人
々
の
集
合
体
の
行
動
・
相
互
作
用
の
パ
タ
ー
ン
（
社
会
行
動
・
組
織
・
制
度
、
文
化
・
価
値
体
系
）

と
そ
の
変
動
の
研
究
と
い
え
る
。
「
国
民
社
会
と
し
て
の
地
域
」
の
研
究
で
あ
る
。

(l
) 

地
域
研
究
（
〉
円S
E
E

－g

）
に
つ
い
て
様
々
な
見
解
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
社
会
学
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
研
究
と
は
、
あ
る
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特
定
の
境
界
領
域
内
に
住
む
人
々
と
そ
の
集
合
体
の
研
究
で
あ
り
、
研
究
対
象
項
目
は
、
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
行
動
、
組
織
・



地域研究の各レベルの一例第 1 図

ぐ体系的地域関連分折〉

地球社会研究

国際地域図研究

国民社会研究

広域行政地域研究

都市・郊外・農村地域研究

く各地域別個別研究〉

制
度
、
価
値
・
規
範
体
系
、
言
語
、
宗
教
、
風
俗
な
ど
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
。
地
域

は
、
都
市
・
農
村
・
郊
外
あ
る
い
は
そ
の
中
の
一
部
の
地
区
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（

g
g
t
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百
戸
旨
山
許
可
）
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
州
・
郡
な
ど
の
広
域
行
政
地
区
、

一
国
民

社
会
、
国
際
地
域
圏
（
例
え
ば
、
E
C

な
い
し
は
A
S
E
A
N

な
ど
）
そ
し
て
地
球
社
会

（
色
。
g
－
g

己
主
匂
）
に
及
ん
で
も
よ
い
一
定
の
明
確
に
規
定
さ
れ
た
領
域
で
あ
れ
ば

地
域
研
究
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
幾
っ
か
に
区
分
さ
れ
た
地
域
レ
ベ
ル
で
の
諸
項
目

の
個
別
的
・
関
連
的
研
究
が
な
さ
れ
る
場
合
、
地
域
研
究
と
い
ふ
り
心
。

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
各
地
域
あ
る
い
は
各
項
目
の
他
の
地
域
レ
ベ
ル
と
の

間
の
強
い
相
互
関
連
で
あ
る
。
そ
の
関
連
を
見
過
し
て
は
地
域
の
正
し
い
姿
を
認
識

し
え
ぬ
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
文
化
・
経
済
・
政
治
な
ど
。
と
す
れ
ば
、
上
位
｜

下
位
レ
ベ
ル
の
地
域
関
連
分
析
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
地
域
研
究
は
、
そ
の

領
域
を
拡
大
す
る
。
故
に
、
こ
の
研
究
は
、
文
化
人
類
学
・
民
俗
学
・
農
村
・
都

う
狭
い
意
味
で
の
地
域
研
究
の
単
な
る
拡
大
・
応
用
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
違
い
は
論
述
を
進
め
る
と
と
も
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
が
、

市
社
会
学
の
得
意
と
し
た
伝
統
的
村
落
研
究
、
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
研
究
と
い

こ
こ
で
は
次
の
こ
と
だ
け
指
摘
し
た
い
。
今
日
の
よ
う
に
、
社
会
（
地
域
社
会
）
に
み
ら
れ
る
諸
要
素
間
の
複
雑
な
関
連
・
相
互
作
用
を

考
え
る
と
、
各
地
域
を
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
定
し
た
研
究
は
意
味
を
失
な
っ
て
行
子
し
か
し
、
依
然
と
し
て
一
定
の
地
域
を
単

（
第
一
図
参
照
）
。

位
と
し
て
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
稿
は
、
体
系
的
で
相
互
関
連
的
な
動
態
的
地
域
研
究
を
目
指
す
も
の
と
い
っ
て
よ
れ

γ



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
が
、
国
民
社
会
レ
ベ
ル
地
域
研
究
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
は
、
国
民
社
会
と
し
て
の
全
俗
僚
に
接
近
す
る

た
め
で
あ
る
。
研
究
対
象
項
目
は
、
地
域
研
究
と
し
て
は
非
常
に
複
雑
・
多
面
的
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
対
象
項
目
の
概
略
は

既
に
述
べ
た
の
で
く
り
返
さ
な
い
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
地
域
研
究
は
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
分
析
単
位
と
し
て
の
下
位
レ
ベ
ル
の
地
域

研
究
も
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
国
際
環
境
（
国
際
政
治
・
経
済
）
な
ど
の
影
響
、
あ
る
い
は
地
理
的
・
自
然
的

オーストラリア社会論の課題と方法に関する若干の考察（関根）

影
響
の
研
究
が
重
要
な
戦
略
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
環
境
条
件
の
研
究
は
、
こ
の
意
味
で
大
変
な
重
味
を
持
つ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
国
際
関
係
を
み
て
み
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
今
で
こ
そ
そ
の
経
済
・
政
治
の
面
で
イ
ギ

例
え
ば
、

リ
ス
と
の
関
係
を
薄
め
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
依
然
と
し
て
政
治
・
司
法
制
度
を
は
じ
め
と
し

て
社
会
・
文
化
な
ど
の
側
面
で
そ
の
影
響
力
を
強
く
保
持
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
に
英
国
国
旗
が
鎮
座
し
て
い
る
と
い

う
事
実
か
ら
、
各
州
の
最
高
裁
か
ら
英
国
枢
密
院
（
5
0
甲
山
4

の
2
5
5

へ
の
上
告
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
、
植
民
地
時
代
の
名
残

り
が
多
い
。
政
治
的
に
は
、
英
国
女
王
の
名
代
と
し
て
の
連
邦
総
督
（5
0
C
2
5

。
？
の
g

白
色
）
お
よ
び
各
州
総
督
（F
O
E
2
5
3

田
）
の
存

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
戦
後
、
英
国
か
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
影
響
が
減
少
し
て
い
く
と
と
も
に
、

在
な
ど
が
象
徴
的
で
あ
る
。

ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
多
方
面
の
関
係
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
単
な
る
国
際
関
係
の
変
化
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
変
化
を
も
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
化

2
5
0
1
g
E
N
9
2
。
ロ
）
の
問
題
が
注
目
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い

ア
メ
リ
カ
程
の
影
響
力
は
な
い
が
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
A
S
E
A
N
諸
国
等
）
お
よ
び

ホ
ン
コ
ン
、
台
湾
、
韓
国
と
の
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
関
係
の
増
大
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
世
界
観
・
国
際
関
係
観
を
変
容
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
拡
大
は
多
様
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
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く
で
あ
ろ
う
。
文
化
的
に
も
中
国
人
移
民
・
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
流
入
に
よ
る
変
化
は
す
で
に
明
瞭
で
あ
る
。

ま
た
、
E
C

諸
国
（
イ



オーストラリアの国際関係第 2 図

zzz:zzzzz: 政治・軍事的関係 1
．圃圃園田経済的関係 I 

＝＝＝＝＝文化・社会的関係｝幅の大小は関係の大小を示す
俳榊同榊州・緊張的関係 | 

ー一一一一間接的国際関係 | 

ギ
リ
ス
を
除
く
）
と
の
関
係
の
強
い
き
ず
な
と
、
南
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
を
中
心
と
す
る
大
量
移
民
の
も
た
ら
す
306 

文
化
的
・
社
会
的
影
響
、
異
質
化
は
オ
！
ス
ト
ラ
リ

ア
社
会
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い

国
際
関
係
は

し
か
し
な
が
ら
、

オ
I

ス
ト
ラ
リ

ア
と
他
国
と
の
直
接
的
関
係
だ
け
が
問
題
と
な
る
わ

け
で
は
あ
る
ま
い
。
E
C

・
ア
メ
リ
カ
の
日
本
へ
の
農

業
産
品
輸
出
圧
力
の
増
大
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

輸
出
の
損
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
一
例

だ
け
を
考
え
て
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
関
係
の
深

い
国
々
の
聞
の
分
析
（
イ
ギ
リ
ス
、
E
C

、
日
本
そ
し

て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
）

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
的
地
位
・
位
置
研
究

の
重
要
な
戦
略
拠
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
国
際
地
域
圏

（
環
太
平
洋
閤
）
・
地
球
社
会
レ
ベ
ル
の
研
究
と
そ
の

関
連
分
析
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
理
由
が
こ
こ
に
あ

る
（
第
二
図
参
照
）
。

地
理
的
・
自
然
的
環
境
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
。



地
理
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
心
理
的
態
度
に

A距
離
の
暴
虐

S
。

q
g
ロ
可
。
片
品Z
g
g
v
が
ど
れ
程
の
影
響
を
与
え
て
き
た

の
か
計
り
知
れ
な
い
。
地
の
果
て
に
孤
立
し
た
唯
一
の
文
明
社
会
と
い
う
感
覚
が
防
衛
意
識
を
異
常
な
ま
で
に
発
達
さ
せ
る
と
同
時

に
、
他
方
で
、
僻
地
性
に
よ
る
孤
立
感
・
劣
等
感
の
増
幅
は
中
央
文
化
（
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
）
へ
の
異
常
な
あ
こ
が
れ
を
生
ん

だ
。
し
か
し
、
独
自
な
風
土
と
反
イ
ギ
リ
ス
意
識
と
が
交
錯
す
る
中
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
形
成
へ
の
欲
求
の
増
大
は
、
オ
l
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
二
律
背
反
的
心
理
・
態
度
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
自
然
・
地
理
的
環
境
は
文
化
・
社
会
的
態
度
だ

オーストラリア社会論の課題と方法に関する若干の考察（関根）

け
で
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
に
も
大
き
な
規
制
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
然
資
源
（
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
）
が
豊
富
と
い
う

事
実
は
、
日
本
の
よ
う
な
輸
出
指
向
型
の
製
造
産
業
を
発
達
さ
せ
る
必
要
、
あ
る
い
は
欲
求
を
生
ま
ず
、
輸
入
代
替
製
造
工
業
で
甘
ん

じ
る
と
い
う
産
業
構
造
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
天
然
資
源
は
、
石
炭
を
除
い
て
厳
し
い
生
活
条
件
の
も
と
で
採
取
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
う
し
た
厳
し
い
条
件
を
嫌
う
者
（
と
く
に
若
者
）
が
多
く
、
労
働
力
調
達
の
困
難
、
費
用
（
社
宅
、
休
暇
旅
費
、
公
共
施
設
等
）
の
高

騰
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
企
業
・
政
府
の
悩
み
の
種
と
な
る
。
資
源
採
取
産
業
の
資
本
集
約
化
は
以
上
の
条
件
の
影
響
も
あ
っ
て
強
化

さ
れ
、
都
市
の
失
業
率
減
少
に
役
立
た
ぬ
と
い
う
事
態
を
生
む
。
天
然
資
源
の
存
在
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
！
と
の
対
立
原
因
と
も
な
り
オ
l

ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
複
雑
な
影
を
投
げ
か
け
る

と
こ
ろ
で
、
地
域
研
究
は
、
あ
る
特
定
の
時
点
の
静
態
的
で
ス
ナ
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ト
的
研
究
と
し
て
の
み
設
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
＠

地
域
社
会
の
研
究
は
そ
の
歴
史
的
・
変
動
的
研
究
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
動
態
的
・
立
体
的
と
な
ろ
う
。
と
く
に
、
戦
後
の

社
会
変
動
研
究
が
目
的
と
さ
れ
る
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
第
二
次
世
界
大
戦
頃
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
全
体
社
会
像
が
多

少
な
り
と
も
明
確
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
植
民
地
以
来
の
全
歴
史
研
究
が
必
須
か
否
か
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
全

体
史
研
究
が
基
礎
と
な
る
こ
と
が
好
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
の

307 

植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
、
決
定
的
な
重
み
を
持
っ
て
い
る
。



オーストラリア国民社会レベル地域研究の枠組

体
系
的
地
域
各
地
域
別

関
連
分
析
個
別
研
究

ノ
／
＼
＼

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

現
代
社
会
変
動
研
究

例
え
ば
、
O
E
C
D

諸
国
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
、
高
失
業
、
高
イ
ン
フ
レ
、

308 

第 3 図

低
成
長
率
な
ど
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
製
造
工
業
の
輸
入
代
替
志
向
を
打

破
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
す
る
が
障
害
が
多
い
。
そ
れ
は
、
長
年
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
と
し
て
羊
毛
・
小
麦
な
ど
の
農
業
産
品
の
輸
出
を
中
心
に
経
済

を
組
立
て
て
き
た
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
化
の
た
め
の
原
料
・
食
料
供

給
国
と
い
う
植
民
地
経
済
の
伝
統
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

天
然
資
源
の
輸
出
が
近
年
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
原
料
・
食
料
輸
出
、工
業
製
品

と
思
わ
れ
る
。
（
第
三
図
参
照
）

輸
入
の
経
済
構
造
に
慣
れ
親
し
ん
だ
体
質
を
一
朝
一
夕
に
変
化
さ
せ
、
新
し
い

国
際
分
業
・
輸
出
指
向
型
製
造
工
業
へ
の
転
換
に
は
大
き
な
抵
抗
が
あ
る
。
ま

た
、
イ
ギ
リ
ス
で
発
達
し
た
職
種
別
組
合
の
伝
統
が
、
新
し
い
技
術
革
新
を
阻

害
す
る
と
い
う
事
態
を
生
む
。

か
く
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
は
「
歴
史
研
究
を
前
提
と
し
て
社
会
変

動
研
究
」
と
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
研
究
の
枠
組
と
、
そ
れ
に

も
と
づ
く
国
民
社
会
レ
ベ
ル
地
域
研
究
の
構
成
と
位
置
付
け
が
は
っ
き
り
し
た

（1

）
地
域
研
究
に
関
し
て
そ
の
方
法
・
課
題
に
つ
い
て
の
議
論
は
多
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
は
以
下
参
照
。
ア
ジ
ア
政
経
学
会
編
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
八
巻
第
三
・

四
合
併
号
、
一
九
八
二
年
。
矢
野
暢
「
地
域
研
究
と
政
治
学
」
（
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
』
一
九
八

O
年
）
。

（2
）
掛
掛
と
は
、
一
定
の
利
害
関
心
・
目
的
に
従
っ
て
連
合
し
て
い
る
個
人
あ
る
い
は
集
合
体
の
一
定
の
空
間
的
・
地
理
的
ま
と
ま
り
と
規
定
し
え
よ
う
。
地
域
佐
会

の
概
念
は
伝
統
的
社
会
学
に
お
い
て
は
物
的
・
心
的
連
帯
の
強
さ
、
つ
ま
り
地
域
性
・
共
同
性
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
社
会
学
に
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お
い
て
は
次
の
よ
う
に
地
域
社
会
を
規
定
す
る
。
『
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
一
定
の
空
間
的
・
地
域
的
ひ
ろ
が
り
の
な
か
で
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
ひ
ろ
が
り
は
、

何
ら
か
の
意
味
で
社
会
的
に
も
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
範
域
と
し
て
、
他
か
ら
区
別
さ
れ
て
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
空
間
的
・
地
域
的
範
域
を
社
会
学
で
は
地
域
社

会
（
g
g

ヨ
ロ
ロ

5
刊
）
と
い
い
、
基
本
概
念
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
民
族
国
家
を
は
じ
め
と
し
、
農
村
・
都
市
な
ど
の
地
方
自
治
体
や
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
小

規
模
な
部
分
社
会
を
も
指
す
相
対
的
な
使
用
法
を
持
つ
多
様
な
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
地
域
性
と
共
同
性
と
い
う
二
つ
の
特

性
で
あ
る
』
（
石
川
淳
志
「
近
代
産
業
と
地
域
社
会
の
変
貌
」
佐
藤
・
鈴
木
他
編
『
社
会
学
を
学
ぶ
』
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
、
再
版
、
六
九
頁
）
。
し
か
し
、
地
域
性
・

共
同
性
の
強
さ
・
弱
さ
は
、
地
域
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
異
な
ろ
う
し
、
工
業
化
・
社
会
変
動
の
激
し
い
社
会
で
は
稀
薄
化
・
拡
散
化
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

地
域
性
・
共
同
性
に
対
し
て
一
方
で
こ
だ
わ
り
を
残
し
つ
つ
、
他
方
で
そ
の
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
な
お
地
域
と
は
全
体
あ
る
い
は
地

球
社
会
に
対
し
て
「
部
分
」
と
い
う
意
味
あ
い
が
込
め
ら
れ
る
（
蓮
見
音
彦
「
地
域
政
策
と
地
域
問
題
」
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
グ
社
会
学
同
地
域
社
会
』
有
斐
閣
、
一
九
七

七
年
、
二
三
三
頁
）
が
、
本
稿
で
は
特
定
の
範
囲
と
い
う
点
に
よ
り
注
目
し
た
い
．

（3
）
地
域
研
究
に
関
す
る
関
連
・
変
動
を
み
る
時
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
上
位
社
会
か
ら
の
影
響
力
に
翻
弄
さ
れ
る
下
位
社
会
の

姿
の
み
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
い
う
危
険
で
あ
る
。
上
か
ら
の
変
化
と
下
か
ら
の
抵
抗
と
い
っ
た
側
面
、
す
な
わ
ち
関
連
性
と
独
自
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
戸
〉
・
当
己
品
切
口
広
三
き
式
会
S

史
3
2
k
p
S
G
N
P
S
伯
母
向
。
〉
ロg
h
v
d
ロ
t
i
p
mユ
ロ
4

・
5
4
∞
）w
H
Y
2・
な
お
、
関
連
的
・
体
系
的

研
究
の
必
要
性
の
指
摘
は
以
前
か
ら
も
な
さ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
、
戸
空
2
υ
1・
4
Z
5
1
v
え

S
E
E
S

－q
m
H
E
H
S
J
E
均
三
又
∞F
b
t
3
9
N
久
守
口
主
o
s
・

4
0
】
・M
0・
5
5
p
s
g

を
参
照
）
＠

（4
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
け
l

同
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
五
巻
一
一
号
1

一
一
一
号
、

第
五
六
巻
第
一
号
）
を
参
考
と
し
て
い
る
。
各
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
、
同
稿
付
の
末
尾
の
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
紙
数
の
都
合
か
ら
注
は
極
力
少
な
く
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
示
さ
れ
る
具
体
的
諸
問
題
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
。

社
会
変
動
研
究
と
し
て
の
地
域
研
究

付

地
域
研
究
の
方
法
と
社
会
変
動
論

地
域
研
究
は
い
か
に
し
て
な
さ
れ
る
守
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
、
そ
の
基
本
的
課
題
は
何
か
。
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地
域
社
会
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
対
象
は
多
角
的
・
複
雑
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然
の
帰
結
と
し



第 4 図 地域研究の基本的手段・視覚の枠組

学際的・対抗的研究

~1 
地球社会研究

国際地域圏研究

国民社会研究

広域行政地域研究

都市・郊外・農村地域研究

て
学
際
的
な
研
究
を
必
須
と
す
る
。
し
か
し
、
学
際
研
究
は
、
多
学
問

的
接
近
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
対
象
の
複
雑
さ
と
関
連
し
て
研
究
視
310 

覚
の
多
様
性
も
要
請
す
る
。
研
究
の
基
礎
視
点
が
多
角
的
（
対
抗
・
相
補

的
）
で
あ
る
場
合
さ
ら
に
地
域
社
会
研
究
の
成
果
は
豊
穣
な
も
の
と
な

ろ
う
。
研
究
視
覚
と
関
連
し
て
、
対
象
の
複
雑
さ
は
研
究
手
段
の
多
様

性
、
す
な
わ
ち
方
法
的
多
元
性
（
5
5

え
己
。
包g
－
1
号
巴
2
5
）
を
も
欠
か

究
）
研
常
法
日

ト
ー
ー
ー
方
非

4
1
1
1
1
1
1
h
u

・

元
市

多
れ
い

あ
ら
ゆ
る
手
段
が
導
入
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
諸
研
究
の

(2
) 

成
果
を
利
用
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
非
日
常
的
で

す
こ
と
が
で
き
ぬ
も
の
と
す
る
だ
ろ
う
。
文
献
的
・
統
計
的
研
究
に
よ

る
も
の
ば
か
り
で
な
く
文
化
人
類
学
的
な
参
与
観
察
に
よ
る
研
究
ま
で

個
別
的
な
事
件
・
事
象
に
注
目
さ
れ
が
ち
な
文
献
・
統
計
研
究
に
対

各地域内
項目別研究

し
、
日
常
的
・
反
復
的
（
年
中
行
事
・
日
常
の
出
来
事
）
な
対
象
・
事
象
に
対

し
て
も
目
を
配
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
生
活
・
変
動
研
究
と
な

る
た
め
に
必
要
な
の
で
あ
る

（
民
俗
学
的
研
究
の
応
用
）
（
第
四
図
参
照
）
。

し
か
し
、
学
際
的
研
究
と
い
う
時
、
必
要
に
応
じ
た
各
個
別
研
究
を
積
み
重
ね
れ
ば
そ
れ
で
十
分
と
言
え
よ
う
か
。
往
々
に
し
て
、

散
慢
で
脈
落
の
な
い
諸
研
究
の
寄
稿
集
に
終
始
す
る
事
が
多
い
。
こ
う
し
た
欠
点
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
各
研
究
項
目
の
総
合
的
・
体
系

的
連
関
分
析
が
な
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
例
え
ば
、
技
術
・
産
業
の
革
新
・
変
革
が
ど
の
よ
う
に
他
の
諸
要
素
に
影
響
を
波
及
さ
せ
て

い
く
か
、
と
い
っ
た
変
動
の
局
面
が
問
題
と
さ
れ
る
侍
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
分
析
・
研
究
は
今
ま
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
体
系
的
・
連
関
分
析
と
変
動
研
究
は
、
従
来
よ

り
「
社
会
変
動
論
」
研
究
と
し
て
社
会
学
の
分
野
に
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
れ
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
社
会
変
動
研
究

は
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
衝
撃
力
が
地
域
社
会
の
各
側
面
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
変
動
過
程
と
そ
の
諾
結
果

に
つ
い
て
研
究
し
、
変
動
制
御
・
計
画
的
変
動
の
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
変
動
の
原
動
力
は
、
自
然
災
害
・
侵
略
・

戦
争
な
ど
の
破
壊
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
、
強
力
な
文
化
・
宗
教
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
伝
播
に
よ
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
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一
山
内
小
向
リ
ヂ
」
品
目

h

－

d
h掛
川r
h
f判じ
ド
」
F
L
u－
、

ι
u
w

一
八
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
で
本
格
化
し
た
産
業
革
命
の
あ
と
を
追
っ
て
世
界
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
工
業
化
合Eg
可
E
’

3
2
0ロ
）
を
原
因
と
す
る
社
会
変
動
が
分
析
の
基
本
的
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
分
析
の
際
で
も
そ

の
基
礎
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
は
、
既
に
社
会
変
動
研
究
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
「
工
業
化
と
社
会
変
動
研

究
と
し
て
の
地
域
研
究
」
と
な
る
。

亡3

社
会
変
動
の
一
般
論

こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
社
会
論
の
内
容
と
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
工
業
化
と
社
会
変
動
の

一
般
論
を
以
下
簡
潔
に
論
じ
て
お
き
た
い
。

工
業
化
と
は

一
般
に
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
生
産
技
術
・
様
式
上
の
変
化
な
い
し
高
度
化
を
い
う
。
具
体
的
に
は
以
下
の
諸

変
化
を
含
む
。
付
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
。
す
な
わ
ち
、
人
間
・
牛
馬
に
代
表
さ
れ
る
動
物
な
ど
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、

あ
る
い
は
水
車
、
風
車
な
ど
水
力
・
風
力
な
ど
伝
統
的
・
自
然
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
か
ら
、
科
学
技
術
の
発
展
に
と
も
な
い
利
用
可

能
と
な
っ
た
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
・
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
・
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
如
き
新
ら
し
い
無
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
料
と
し
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た
蒸
気
・
内
燃
・
電
動
諸
機
関
の
生
み
出
す
複
雑
な
原
動
力
・
機
械
力
へ
の
代
替
。
。
技
術
の
変
化
。
単
純
な
道
具
の
利
用
か
ら
複
雑



で
体
系
的
な
工
業
機
械
・
技
術
体
系
な
ら
び
に
情
報
収
集
・
分
析
・
伝
達
体
系
の
利
用
と
応
用
へ
の
変
化
。
日
開
生
産
労
働
の
様
式
・
労
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働
力
需
要
の
急
変
。
ω
未
分
業
、
単
純
分
業
お
よ
び
熟
練
に
お
け
る
未
分
化
、
万
能
工
的
熟
練
労
働
力
か
ら
、
分
業
化
・
協
業
化
を
通

し
て
単
能
工
・
半
熟
練
・
不
熟
練
労
働
へ
の
稀
釈
化
（
色
g
u

ロ
）
お
よ
び
、
制
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
術
を
要
す
る
専
門
職
・
技
術
職
・

研
究
職
な
ど
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l

職
の
機
能
増
加
と
新
し
い
熟
練
形
成
（
田E
口
山
。
吋
虫
色
。
ロ
）
と
高
度
化
。
制
経
営
管
理
、
公
式
組
織
の
変

化
。
す
な
わ
ち
「
成
行
き
管
理
」
か
ら
「
経
済
合
理
的
経
営
」
・
「
科
学
的
管
理
法
」
の
生
成
、
な
い
し
は
合
法
的
支
配
を
基
礎
と
し
た
近
代
官

僚
制
組
織
の
形
成
。
そ
の
後
の
組
織
管
理
技
法
・
組
織
の
革
新
・
精
微
化
（
人
間
関
係
論
・
人
的
資
源
論
・
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
！
理
論
・

組
織
間
関
係
分
析
）
。
以
上
、四
項
目
に
わ
た
る
変
化
の
諸
過
程
が
工
業
化
の
基
礎
内
容
で
あ
り
研
究
の
基
本
領
域
と
さ
れ
る
。

工
業
化
は
、
第
二
次
産
業
（
製
造
工
業
）
に
お
け
る
大
工
場
組
織
の
導
入
と
生
産
性
向
上
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
こ
と
は
大
量
か
つ
低
廉
な
る
工
業
製
品
（
消
費
財
・
生
産
財
）
の
普
及
と
利
用
の
高
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
全

産
業
な
い
し
は
消
費
・
労
働
生
活
な
ど
社
会
の
広
範
囲
な
変
動
が
促
が
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
工
業
化
の
普
及
に
よ
る
社
会
変
動
を
単
純

な
形
で
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

工
業
化
は
、
ま
ず
第
一
に
、
導
入
さ
れ
た
当
該
社
会
の
経
済
機
構
（
0
8
5
S
ぽ
ミ
窓
口
g

吾
ロ
）
、
す
な
わ
ち
、
市
場
制
度
、
流
通
・
金

融
機
構
、
産
業
構
造
の
変
動
を
促
す
。
第
二
に
、
工
業
化
に
必
要
な
大
量
の
労
働
力
の
確
保
や
製
品
流
通
に
従
っ
た
人
々
の
地
域
間
移

動
、
社
会
移
動
を
引
き
起
こ
す
。
人
口
動
態

2
0
5
m
g寄
付
奇

5
2
0

吋
）
の
流
動
化
・
活
発
化
が
導
か
れ
る
。
第
三
に
、
変
動
は
社
会

構
造
（
組
織
・
集
団
・
制
度
、
成
層
・
階
級
構
造
）
お
よ
び
生
活
様
式
（
生
活
体
系
・
構
造
）
に
お
よ
ぶ
。
全
般
的
社
会
組
織
（
由
主
巴
号

g
ロ
目
。
仲
巳2
m
g
g
t
。
ロ
）
の
組
み
替
え
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
新
し
い
社
会
の
構
造
と
欲
求
ロg
含
に
従
い
、
権
力
構
造
を

は
じ
め
と
す
る
政
治
組
織
（
三
宮g
－
2
m窓
口
g

ま
ロ
）
の
変
革
が
要
請
さ
れ
、
時
に
は
社
会
体
制
の
革
命
も
促
さ
れ
る
。
最
後
に
、
究
極

的
に
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
人
々
の
価
値
・
規
範
・
信
念
の
体
系
（g
z
o
m
3
g
g）
の
革
新
が
導
き
出
さ
れ
る
。
変
動
は
こ
う



し
て
一
般
化
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
変
動
は
、
単
に
工
業
化
の
衝
撃
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
工
業
化
導
入
・
定
着
の
た
め
の
前
提
条
件

9
2
8
E
5
1

工
業
化
に
際
し
て
は
、
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
陸

。5
）
を
社
会
が
自
ら
の
手
で
整
備
す
る
段
階
か
ら
既
に
開
始
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

空
海
上
諸
交
通
、
運
輸
・
通
信
、
港
湾
施
設
等
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
整
備
・
充
実
を
行
な
う
と
同
時
に
「
価
値
」
・
「
制
度
」
・

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
組
織
」
・
「
動
機
づ
け
」
な
ど
の
局
面
に
お
け
る
変
革
・
刷
新
が
前
提
と
な
る
。
換
言
す
る
と
、
物
的
・
精
神
的
両
面
の
改
革
が
肝
要
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イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
グ
チ
ュ
ア
の
整
備
以
外
に
、
経
済
機
構
・
人
口
動
態
・
社
会
構
造
・
生
活
様
式

第 5 図 工業化の普及・深化過程

地球社会研究

国際地域圏研究

国民社会研究

広域行政地域研究

都市・郊外・農村地域研究

工業化
初期工業化

中期工業化

高度工業化

超高度工業化

〈
拡
散
化v

の
変
化
へ
の
障
害
と
な
る
拘
束
的
伝
統
的
な
社
会
・
政
治
制
度
な
い
し
は
保

守
・
現
状
肯
定
的
価
値
体
系
・
心
理
態
度
の
打
破
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ

ム
（
工
業
主
義
）
お
よ
び
経
済
成
長
へ
の
肯
定
的
・
積
極
的
動
機
づ
け
、
科

学
・
技
術
・
熟
練
摂
取
・
発
展
能
力
の
醸
成
の
た
め
の
近
代
的
教
育
制
度
の

準
備
な
ど
。
こ
れ
ら
が
変
動
を
既
に
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
工
業
化
と
社
会
変
動
は
、

工
業
化
の
側
か
ら
と
社
会
の
側
か
ら
の
相
互

の
働
き
か
け
を
核
と
す
る
複
雑
で
動
態
的
な
過
程
と
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と

(7
) 

が
明
ら
か
で
あ
る
。

工
業
化
過
程
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
前
提
条
件
が
整
い
、
工
業
化
が
導
入
・

定
着
し
一
通
り
の
社
会
変
動
が
促
が
さ
れ
て
そ
れ
で
終
了
す
る
と
い
う
単
純

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

工
業
化
過
程
は
、
次
々
に
な
さ
れ
る
技
術
革
新
と
そ
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の
応
用
を
必
然
化
し
、
常
に
新
し
し
V
よ
り
高
度
な
工
業
化
過
程
を
発
生
す
る



連
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
故
に
、
社
会
は
常
に
新
し
い
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
技
術
・
産
業
構
造
変
化
の
た
め
の

次
段
階
の
前
提
条
件
整
備
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
社
会
変
動
が
誘
発
さ
れ
変
動
が
常
態
の
社
会
と
な
る
。

つ
ま
り
工
業
化
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さ
れ
た
社
会
は
、
高
度
化
す
る
工
業
化
に
よ
る
変
動
の
深
化
を
経
験
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
工
業
化
は
一
地
方
、

(9
) 

社
会
へ
と
拡
散
し
、
さ
ら
に
国
民
社
会
を
超
え
地
球
社
会
全
体
に
普
及
・
伝
播
し
て
い
く
。
そ
れ
故
に
、
工
業
化
と
社
会
変
動
の
研
究

一
国
民

は
、
工
業
化
・
高
度
工
業
化
が
存
続
す
る
限
り
、
そ
の
研
究
の
地
平
を
広
げ
か
つ
深
め
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
（
第
五
図
参
照
）
。

工
業
化
と
社
会
変
動
の
過
程
に
つ
い
て
の
概
略
は
以
上
の
議
論
で
十
分
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。

付
開
社
会
変
動
の
比
較
研
究

工
業
化
と
社
会
変
動
の
研
究
は
、
単
に
変
動
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
研
究
は
、

工
業
化
に

と
も
な
う
社
会
変
動
の
各
工
業
化
社
会
に
お
け
る
具
体
的
諸
形
態
・
過
程
・
結
果
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
あ
と
、
広
範
な
比
較
研
究

を
行
な
い
工
業
化
に
と
も
な
う
社
会
変
動
の
一
般
的
性
格
、
未
来
変
動
の
方
向
・
諸
結
果
に
つ
い
て
見
通
し
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

工
業
化
に
よ
る
社
会
変
動
の
過
程
は
ど
こ
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
お
お
い
に
異
な
る
も
の
な
の
か
。
あ

る
い
は
、
変
動
の
結
果
、
工
業
化
社
会
・
高
度
工
業
化
社
会
は
類
似
化
す
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
工

業
化
過
程
の
〈
一
元
性
｜
多
元
性
〉
お
よ
び
未
来
・
現
代
社
会
の
〈
収
飲

ο
8
2

お
8
8
1

分
散
・
個
別
E
3
G
8
8
〉
の
問
題
で
あ

る
。
こ
の
研
究
が
成
功
す
れ
ば
、
次
に
社
会
計
画
・
制
御
と
い
っ
た
社
会
発
展
・
革
新
の
問
題
、
あ
る
い
は
前
工
業
化
社
会
お
よ
び
開

発
途
上
国
の
工
業
化
導
入
、
進
展
、
な
い
し
は
先
進
工
業
諸
国
の
高
度
工
業
化
の
促
進
な
ど
の
様
々
な
困
難
に
対
し
、
何
ら
か
の
指
針

な
り
示
唆
な
り
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
工
業
化
と
社
会
変
動
論
は
究
極
的
に
は
一
つ
の
政
策
科
学
と
な
り
う
る
も
の
で

（
叩
）

あ
る
。



こ
こ
で
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
の
課
題
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
〈
一
元
性l
多
元
性
〉
・
〈
収
欽
｜
分
散
〉
の
問
題
、
お

よ
び
比
較
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。
工
業
化
過
程
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
の
議
論
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

工
業
化
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、

工
業
化
の
た
め
の
前
提
準
備
が
不
十
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
と
同
時
に
、
当
該
社
会
の

自
然
・
風
土
・
文
化
｜
歴
史
的
条
件
な
ど
多
く
の
環
境
条
件
か
ら
強
い
反
作
用
・
拘
束
力
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
原
因
と
し
て
工

業
化
過
程
は
一
種
の
暗
中
模
索
状
態
と
な
り
、
結
果
と
し
て
多
元
的
な
過
程
を
経
過
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
時
に
は
挫
折
も
あ
り
え
よ
う
。

オーストラリア社会論の課題と方法に関する若干の考察（関根）

つ
ま
り
、
工
業
化
は
確
か
に
「
効
率
原
理
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
普
遍
的
論
理
を
持
つ
以
上
、
社
会
に
対
し
て
共
通
・
類
似
の
衝
撃
を
広

範
に
与
え
る
が
、
他
方
で
社
会
か
ら
の
拘
束
・
反
作
用
を
受
け
特
殊
な
条
件
の
も
と
多
元
的
な
様
相
を
示
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、

工
業
化
の
初
期
段
階
は
確
か
に
そ
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
と
し
て
も
、

工
業
化
の
高
度
化
、
社
会
変
動
の
普
及
・
深
化
が

進
ん
だ
段
階
で
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
工
業
化
の
圧
力
の
増
大
が
社
会
の
共
通
化
・
類
似
化
を
促
す
だ
ろ
う
か
。
依
然
と
し
て
社
会

の
拘
束
力
を
受
け
個
別
化
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
異
質
性
を
増
大
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
初
期
工
業
化
段
階
か
ら
高
度
な
情
報
収

集
・
分
析
・
伝
達
手
段
を
中
心
と
す
る
高
度
工
業
化
へ
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
衝
撃
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し

て
、
工
業
化
過
程
は
多
元
的
で
あ
ろ
う
と
、
大
方
の
意
見
が
か
た
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
収
飲
と
分
散
に
つ
い
て
は
論
争
中
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
結
論
の
出
ぬ
原
因
は
、
先
述
の
如
く
、

工
業
化
と
社
会
変
動
が
連
続
的
な
過
程
で
あ
る
と
い
う
研
究
対
象
の
流
動
性
・
不
安
定
性

に
も
原
因
す
る
が
、
他
方
で
は
研
究
者
の
比
較
方
法
に
も
よ
る
。
何
を
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
間
隔
の
も
と
で
比
較
す
る

（
ロ
）

か
混
乱
気
味
だ
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
比
較
対
象
間
の
等
価
性
の
確
保
」
の
問
題
が
唆
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
社
会
変
動
に
と
も
な
う
収
紋
化
と
分
散
・
個
別
化
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
り
、
一
国
民
社
会
レ
ベ
ル
の
社
会
変
動
状
況
の
大
ま

か
な
統
計
的
・
制
度
的
比
較
に
終
始
す
る
研
究
方
法
を
中
心
と
し
て
き
た
従
来
の
社
会
変
動
論
・
現
代
社
会
論
の
議
論
、
あ
る
い
は
印
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象
的
拍
写
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
中
心
の
直
観
的
「
文
化
論
」
の
一
面
的
な
議
論
を
も
と
に
結
論
を
下
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し



こ
れ
ら
が
不
十
分
な
結
論
し
か
提
出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
概
し
て
、
産
業
社
会
論
、
大
衆
社
会
論
、
管
理
社
会
論
、

知
識
社
会
論
な
ど
で
は
収
数
傾
向
の
強
調
が
な
さ
れ
、
日
本
社
会
論
、
日
本
文
化
論
な
ど
で
は
日
本
の
も
つ
個
別
的
側
面
が
浮
き
出
さ
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短
絡
的
な
比
較
を
漫
然
と
積
み
重
ね
る
だ
け
で
は
、

れ
る
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
対
照
を
な
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
経
済
・
社
会
・
文
化
等
の
多
様
・
複
合
的
変
化
を
表
層
的
・

（
日
）

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
社
会
l

文
化
状
況
の
単
純
な
地
域
間
・
国
際
間
の
比
較
で
も
作
業
そ
の
も
の
が
複
雑
・
多
面
に
わ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
と
同
様
、

工
業
化
・

社
会
変
動
の
比
較
研
究
も
複
雑
・
多
面
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
ず
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
工
業
化
と
社
会
変
動
の
研
究
領
域
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
工
業
化
の
基
礎
を
な

す
工
業
技
術
・
生
産
技
術
の
比
較
・
応
用
過
程
を
み
る
〈
技
術
革
新
論
、
科
学
技
術
論
〉
お
よ
び
工
業
技
術l
公
式
組
織
体
系
を
中
核

と
す
る
機
械
制
大
工
場
、
更
に
高
度
情
報
収
集
・
分
析
・
伝
達
装
置
の
導
入
と
そ
れ
に
と
も
な
う
組
織
構
造
・
運
営
の
変
化
を
扱
う
〈
組

織
発
展
・
変
動
論
〉
な
ど
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
の
後
も
変
動
項
目
に
従
っ
て
逐
次
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
今
ま
で
の

議
論
を
土
台
と
す
れ
ば
、
〈
経
済
機
構
変
動
論
〉
〈
人
口
動
態
論
〉
〈
社
会
構
造
・
社
会
組
織
・
社
会
制
度
変
動
論
〉
〈
生
活
構
造
論
〉
八
社

会
成
層
・
階
級
変
動
論
〉
〈
政
治
・
権
力
構
造
変
動
論
〉
お
よ
び
〈
文
化
変
容
・
価
値
変
動
論
〉
な
ど
の
一
般
論
と
し
て
の
『
項
目
別

変
動
論
』
の
分
野
が
研
究
領
域
と
し
て
設
定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
次
に
、
こ
れ
ら
項
目
別
変
動
が
い
か
に
全
体
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い

る
か
、
関
連
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
の
分
析
が
一
般
的
レ
ベ
ル
で
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
『
体
系
的
社
会
変
動
論
』
あ

る
い
は
極
く
常
識
的
に
言
う
『
社
会
変
動
論
』
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
変
動
論
の
基
礎
部
分
を
な
し
、
比
較
の
た
め
の

中
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
変
動
論
の
課
題
は
、
比
較
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
議
論
を
現
実
の
も
と
に
応
用
し
た
研
究
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
地
球
社
会
、
国
際
地
域
圏
、
国
民
社
会
、
広
域
行
政
地
域
等
の
中
で
具
体
化
さ
れ
る
姿
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
〈
国
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社会変動の綜合的分析図式

(A) (B) 

第 6 図

午よ同与目以(l)

」五百四すJ 項百r誠最高謡

民
社
会
経
済
機
構
変
動
論
〉
〈
国
際
地
域
圏
権
力
構
造
変
動
論
〉
の
如
く
に
。
ま
た
、
各
地
域

レ
ベ
ル
で
の
体
系
的
・
関
連
的
分
析
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
〈
広
域
行
政
地
域
社
会
変
動

論
〉
〈
国
民
社
会
変
動
論
〉
〈
地
域
社
会
変
動
論
〉
の
よ
う
に
。
前
者
を
『
項
目
別
・
範
域
別
変

動
論
』
、
後
者
を
『
範
域
別
（
体
系
的
）
社
会
変
動
論
』
と
名
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
．

す
な
わ
ち
、
付
項
目
別
変
動
研
究
領
域
、
。
体
系
的
社
会
変
動
研
究
領
域
、
同
範
域
別
社
会
変

動
研
究
領
域
、
倒
項
目
別
・
範
域
別
変
動
研
究
領
域
の
四
つ
の
領
域
に
規
定
で
き
よ
う
（
第
六

図
参
照
）
。
こ
の
社
会
変
動
の
分
析
図
式
に
基
づ
い
て
比
較
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〈
収
欽l
分
散
〉
、
あ
る
い
は
〈
一
元
性
！
多
元
性
〉
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
社
会
変
動
の
総
合

的
研
究
図
式
を
も
と
に
、
現
実
に
生
起
し
た
個
々
の
地
域
の
項
目
変
動
・
体
系
的
変
動
の
研
究

体系的社会$：動ぬ

を
行
な
う
と
同
時
に
、
地
球
社
会
レ
ベ
ル
の
変
動
を
考
慮
し
つ
つ
広
範
に
比
較
・
対
照
研
究
を

行
な
う
と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
で
は
じ
め
て
納
得
の
い
く
結
論
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
大
変
複
雑
で
煩
墳
な
過
程
と
な
ろ
う
が
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
の
う
ち
一
研
究
領
域
を
選
ん
で
二
国
間
比
較
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら

か
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。
も
し
二
国
聞
に
多
少
と
も
相
互
に
異
質
性
お
よ
び
独
自

性
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
単
純
な
〈
完
全
収
紋
モ
デ
ル
〉
は
否
定
で
き
る
し
、
ま

た
相
互
に
類
似
・
共
通
化
の
現
象
が
発
見
さ
れ
れ
ば
〈
完
全
分
散
・
個
別
モ
デ
ル
〉
も
や
は
り

(U
) 

否
定
し
得
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
単
純
モ
デ
ル
が
否
定
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
そ
の317 

時
こ
そ
、
総
合
的
社
会
変
動
分
析
・
比
較
図
式
を
も
と
に
精
紙
な
研
究
が
続
け
ら
れ
ね
ば
な
ら



な
い
だ
ろ
う
。
第
三
の
〈
折
衷
モ
デ
ル
〉
が
最
も
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
う
る
が
、

（
日
）

い
ず
れ
も
仮
説
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

318 

以
上
の
議
論
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
の
基
本
的
課
題
と
、
総
合
変
動
分
析
・
比
較
図
式
の
中
で
の
位
置
が
明
瞭
と
な
っ
た
と

（
凶
）

思
わ
れ
る
。

（1
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塩
原
勉
「
理
論
社
会
学
に
お
け
る
若
干
の
基
本
問
題
」
（
『
社
会
学
評
論
』
第
二
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
五
年
）
、
と
く
に
二
方
法
論

に
つ
い
て
」
の
項
、
一
八l
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
塩
原
に
よ
れ
ば
「
対
抗
的
相
補
性
」
と
は
以
下
の
如
く
に
説
明
さ
れ
る
。
『
複
数
の
分
析
視
点
を
関
係
づ
け

る
連
合
パ
タ
ン
は
、
各
視
点
が
自
律
性
を
も
ち
相
互
批
判
に
よ
っ
て
対
抗
性
を
苧
み
つ
つ
相
互
補
完
の
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
の
主
題
や
位
相
に
応
じ

て
、
ど
れ
か
の
視
点
が
主
導
性
を
持
つ
に
し
て
も
、
特
定
視
点
が
固
定
的
な
優
位
性
を
持
た
な
い
し
、
対
抗
的
相
補
性
が
各
分
析
視
点
の
自
己
革
新
を
刺
激
す
る
よ
う

な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
合
パ
タ
ン
は
、
単
一
統
合
理
論
で
は
な
く
、
〈
高
度
複
合
理
論
〉
を
予
想
し
て
い
る
た
同
一
二
頁
上
段
）
。
分
析
視
点
の
相
対

会
幹
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
連
合
パ
タ
ン
」
と
は
「
複
数
分
析
視
点
の
関
係
づ
け
方
」
の
一
つ
で
あ
る
（
同
二

O
頁
下
段
）
。

（2
）
方
法
の
多
元
性
に
つ
い
て
は
戸
〉
・
司

E
w
吾
・
急
4
3

・8
1
戸
を
参
照
。
な
お
、
各
々
の
方
法
の
選
択
・
応
用
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
点
は
多
い
。
本
稿
に
お

い
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
り
あ
え
ず
の
・
閏
S
5
8
0
・
h

同
帆
き
ミ
久
め
0
1
9
N想
定
9
3
F
国
営
吉
弘
前
・
（
F
g
m
H
S
F
F
m
o
M
L
S
S
・

川
合
隆
男
・
霜
野
寿
亮
監
訳
『
社
会
調
査
方
法
史
』
（
慶
慮
通
信
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（3
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
有
賀
喜
左
衛
門
「
民
族
資
料
の
意
味
」
（
中
野
卓
他
編
『
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
四
、
民
族
学
・
社
会
学
方
法
論
』
未
来
社
、
一
九
六
九
年

所
収
）
六
O
｜
六
一
頁
。

（4
）
成
果
に
関
し
て
の
評
価
は
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
方
向
へ
の
努
力
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
進
ん
で
い
る
。
最
近
の
成
果
と
し
て
は

出
・
同
広
g
b
p
Z

り
ロ
ミ
E
P
F
h
s

守
主
芯

Q
支
出
H
9
3
0
芯
（
〉g
可
巴
芯
ロ

Z
E
芯
ロ
巳

d
E
4
0富
山
奇
司
『g
p
H
8
0）
・
（
北
大
路
弘
信HP

・
ド
ラ
イ
ス
デ
ィ
ル

調
訳
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
』
東
大
出
版
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
不
思
議
な
こ
と
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
自
身
に
よ
る
体
系
的
連
関
研
究
は
多
く

な
い
よ
う
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
〉
・
円
ロp
i
p
m・
出
5
0
H
S
仏
富
・
』
・
切
司
『u
J
K宮
崎
守
三
3
3

ぬ
司
自
主R
h
h
s

乞
o
t
s
N
L
E
H
3
R
E
S
H

帆o
p
ω
邑

包
－
p
g
m
5
8
2
2
Y
5
・
宮
司
】
ぎ
号
ロ
タ
巴
ヰ
）
w
〉
・
】V
P計
日8
8
8

仏
切
・
同
o
p
p
h
d
き
さ
司

F
h
N
N
Q
S
N
色
、
言
g
t
u
N
F
H
C

『
§
g

札
3
2
5

＝

2
h

ま
円
高
E
S

M
U
C
S
t
師
、
（
。
M
r
E

ロ
巳
2
5

日q
p
g
p

富
市5
0
ロ
5
9
5
3

）
・
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
充
実

と
発
展
は
、
近
い
将
来
に
多
く
の
成
果
を
生
む
で
あ
ろ
う
・

（5
）
工
業
化
と
社
会
変
動
に
勺
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
当
ロ
宮
ユ
閏
・
富
。
2
0
・
h
c
n芝

g
g

句
会
M
E
包
－
w
P
8
2
8
白
色
・
巴
記
・
（
松
原
洋
三
訳
『
社
会
変

動
』
至
誠
堂
、
一
九
六
八
年
。
た
だ
し
邦
訳
は
第
一
版
に
よ
る
）
。E
3
0
W
3
γ由
同
三
回u
s
a
o
h』1注
意
科
さ
（F
O
E
－2
1
国
P
F
5
8
）
・
（
井
関
利
明
訳
『
産
業
化
の
社

会
的
影
響
』
慶
際
通
信
、
一
九
七
一
年
）
．
。
・
回
－

m
d『
8
8
p
p
m
E
g
o
s

ミ
（m
g
F
可
。
『g
g
g

伊
豆
。
。
吉
田
u
pロ
F
H
C斗H
）
・
（
浜
口
晴
彦
監
訳
『
社
会
変
動
の
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組
織
化
』
早
大
出
版
、
一
九
七
九
年
三
富
永
健
一
『
社
会
変
動
の
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
六

O
年
。
十
時
厳
周
『
産
業
人
類
学
序
説
｜
｜
工
業
化
と
文
化
変
容
』
世

界
書
院
、
一
九
六
六
年
。
同
「
社
会
変
動
と
経
済
協
力
｜
｜
発
展
途
上
国
の
工
業
化
と
社
会
変
動
」
（
『
法
学
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
一
号
、
一
九
七
五
年
）
。
こ
こ
で
の

議
論
は
、
一
つ
の
理
念
型
と
し
て
の
工
業
化
と
社
会
変
動
に
つ
い
て
で
あ
り
、
工
業
化
過
程
と
社
会
変
動
の
基
準
枠
組
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
点
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。

（6
）
こ
こ
に
工
業
化
研
究
が
必
然
的
に
社
会
変
動

2
2
日
巴
各
自
問
。
）
研
究
を
包
摂
せ
ざ
る
を
得
な
い
根
本
的
基
盤
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
以
下
の
議
論
は
、
十

時
服
周
『
産
業
人
類
学
序
説
』
。
ムl
ア
（
井
関
訳
）
『
産
業
化
の
社
会
的
影
響
』
に
多
く
を
負
う
。
一
般
に
、
産
業
化
・
工
業
化
の
概
念
と
関
連
し
て
近
代
化
の
概
念

が
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
の
守
備
範
囲
を
越
え
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

（7
）
十
時
厳
周
「
経
済
発
展
に
関
連
す
る
非
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
」
（
『
法
学
研
究
』
第
四
五
巻
第
三
号
、
一
九
七
二
年
）
五
人

i

六
九
頁
。
同
「
社
会
変
動
と
経
済

協
力
」
（
前
出
）
一
｜
四
瓦
。
当
・
回
・
出
。
。

2

・
h山
口
白
芝
♀
白
書
事M
E
a

－
－9
3・
0
P
・
B

－
。
∞l
H
H
0・

（8
）
今
日
、
先
進
工
業
諸
国
で
は
、
工
業
化
か
ら
脱
工
業
化
な
い
し
は
高
度
産
業
化
へ
と
そ
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
は
次
の

書
物
が
高
度
産
業
化
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
関
連
を
扱
う
。
国

2
g
g

関
与
ロ

P
E

叶
，z
s
g
H
U
S
宮
ア
司

S
h

叫
言
句
由
同
企
古
河
（
d
E
4
0富
山
け
句
。
内

ρ
5
0
5
H
m
w
E
P
富
山
L
C
∞
O
）
・
（
麻
生
権
一
郎
・
堀
武
昭
訳
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
丈
夫
か
｜
｜
資
源
大
国
・
四
つ
の
選
択
』
品
ソ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
八

O
年
）
。

（9
）
工
業
化
の
伝
播
と
地
球
社
会
レ
ベ
ル
の
社
会
変
動
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
吋
S
E
ロ
E
E
4
2

。
E
・
4
Z

ヨ
F
E
S

え

F
E

与
吋
E
Q

－
－
－E
2
3

自
己

H
5
0
吋
O
σ色
。
。
ロ
田
市ρロ
o
ロ
ロ
町
田J
吉
国
u向
。
白
戸H
t
Jお
の
O
同
国5

日
件
目
。
。
同
。

H
1
関
白
山
。
同
ロ
け
2

ロ
E
H
Oロ
P
H
m
uミロ
吉
田
E
S
w
a
－
－
N
V
2
H自己
的
仇
O
詩
的
。
」
、C1
0
F
Q
N
L
「
誌
な
コ
出
会
国
司
マ

門
目
白
去
三
同
ミ
三
申
書
可
ロ
ミ
門
リ

S
E
a
S
H
F司
会
主
国
司3
0
1
9昌
司
0
1
R
邑
斗
c
w
B－H
I
E
－
な
お
、
ム
ー
ア
も
『
世
界
全
体
を
単
一
の
社
会
体
系
と
考
え
る
こ
と
が
有

用
で
あ
る
』
と
し
て
い
る
。
副
司
・
出
・
冨
。
。
吋

O
W
〔S
G
U〕
毛
・n
t・
－H）
－H
斗
（
訳
書
三
三
頁
）
。

（
日
）
従
来
、
工
業
化
論
な
い
し
は
経
済
発
展
論
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
先
進
諸
国
の
経
験
を
一
般
化
し
体
系
化
し
た
理
論
体
系
を
基
礎
と
し
、
そ
の
上
で
気

短
か
に
開
発
途
上
諸
国
へ
適
応
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
政
治
的
・
現
実
的
要
誌
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
し
か
し
結
果
的
に
は
、
開
発
途
上
国
の
歴
史

的
・
自
然
地
理
的
・
国
際
的
環
境
を
軽
視
す
る
と
同
時
に
、
援
助
自
体
一
方
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
工
業
化
と
社
会
変
動
論
の
政
策
科
学
化
と
い
っ
て
も
従

来
の
先
進
前
国
側
の
経
験
の
み
に
土
台
を
置
く
も
の
を
こ
こ
で
繰
返
す
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
方
で
〈
収
倣
｜
分
散
・
個
別
〉
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
日
本

を
合
め
た
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
の
工
業
化
過
程
、
ま
た
従
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
め
て
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
諸
国
の
諸
過
程
研
究
に
基
づ
く
新
し

い
材
料
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
次
に
、
そ
の
成
果
を
利
用
し
、
よ
り
普
遍
的
な
理
論
化
を
求
め
、
そ
の
上
で
の
政
策
提
言
、
と
い
う
こ
と
を
強

河
し
た
い
。
ま
た
、
社
会
変
動
論
を
主
体
と
し
た
政
策
科
学
化
は
、
技
術
至
上
主
義
に
走
り
す
ぎ
る
結
果
と
し
て
『
産
業
主
義
や
技
術
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
、
そ

の
制
但
体
系
や
支
配
関
係
も
歴
史
的
に
併
明
さ
れ
な
か
っ
た
』
（
川
合
隆
男
「
戦
後
日
本
の
社
会
移
動
研
究
」
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
第
六
号
、
六
五
頁
）
と
批
判
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
批
判
は
、
特
定
政
策
主
体
の
価
値
と
結
び
つ
き
ゃ
す
い
地
域
研
究
に
応
さ
れ
る
時
、
更
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
日
）
収
似
・
分
散
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
と
し
た
。
〉
・
∞
・
司
自

E
g
g
g

仏
巧
・
円
・
足
。3
0

＼
H
E
g
許
可E

百
託
。
ロ
凹
E
F
E
m

け
江
巳
山
田
店
二U
3
4
0
a
g
g
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曲
目
仏
E
F
E
E

－P
E
R
－
E

司
・
〉
・
3
5
8
8
Q

当
・
出
・
吋
O
S
L
P

－

D
3
9
3
5
自

3
3
3
5
5－
o
s
h
s雪
印
ま
と
め
口
口
出
冊
目
ピ
（

F
5
F

国
2
3
L
S
S

・

月
間
・
宮

o
o
p
s
、
ミ
E

出
向
白
色
ミ
ミ2
5
s

二
宮

N
U
Sま
ミ

p
s
d
ミ
喝
さ
円
四
（
回
目
。

i
p
H
2
5
・
。
－F
再
開
号
吋

w
p
g
J
門
・
ロ
ロ
ロ
目
。
。
・

P
色
。
ユ
ロ
六
回
・
出
ミ
ゲ
日
目
。
ロ

ロ
ロ
色
合
否
ユ
ロ
叩
〉
－HイH
M刊のg
w
Nえ
ま
目
立
と
な
き

g

円
四H
S円
四Hh曲
目
立
三
国H
Q
S
（
国
号g
E
d
E
4
0
富
山
門
匂
早
自
由
回
・

5
。
。
）
・
（
中
山
伊
知
郎
監
修
、
川
田
寿
訳
『
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
プ
リ
ズ
ム
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
三
年
、
と
く
に
第
二
章
）
。

（
ロ
）
松
井
清
「
比
較
研
究
に
お
け
る
エ
ミ
ッ
ク
と
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
第
六
号
、
一
九
八
一
年
）
四
一
六
｜
四
一
七
頁
。
異
文
化
・
社
会
開
の
比

較
に
お
け
る
問
題
は
「
比
較
の
基
準
」
の
設
定
の
良
し
悪
し
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
比
較
可
能
性
と
そ
の
方
法
的
諸
問
題
に
つ
い
て
は
同
論
文
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
臼
）
庄
司
興
一
一
一
回
『
現
代
化
と
現
代
社
会
の
理
論
』
（
東
大
出
版
、
一
九
七
七
年
）
が
高
度
産
業
化
社
会
に
関
連
す
る
諸
社
会
論
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
い
る
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。
日
本
人
文
化
同
質
論
を
前
提
と
す
る
日
本
人
・
社
会
論
に
対
し
て
杉
本
・
マ
オ
ア
両
者
は
痛
切
な
批
判
を
行
な
い
、
よ
り
周
倒
な
比
較
の
枠
組
を
提
出
し
て

い
る
（
杉
本
良
夫
H

ロ
ス
・
マ
オ
ア
「
く
た
ば
れ
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
｜
i

『
日
本
人
同
質
論
』
の
方
法
的
諸
問
題
」
《
『
現
代
の
眼
』
第
二
O
巻
第
六
号
》
一
一
一
一
四
｜
一

四
五
頁
）
。
彼
ら
は
、
最
近
、
彼
ら
の
提
唱
し
た
比
較
の
枠
組
で
行
な
っ
た
調
査
を
公
刊
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
十
分
納
得
の
い
く
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
議

論
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
杉
本
良
夫
H

ロ
ス
・
マ
オ
ア
『
日
本
人
は
日
本
的
か
』
東
洋
経
済
、
一
九
八
二
年
。

（
日
）
筆
者
自
身
の
個
別
的
関
心
領
域
は
〈
組
織
発
展
・
変
動
論
〉
の
領
域
を
中
心
と
し
た
比
較
（
豪
日
労
働
・
組
織
比
較
）
に
あ
る
。
豪
日
双
方
の
労
働
問
題
、
労
使
関

係
、
組
織
発
展
な
ど
の
歴
史
的
変
遷
を
工
業
化
と
の
関
連
で
研
究
・
比
較
し
て
行
く
こ
と
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
の
一
般
的
議
論
と
平
行
し
て
や
る
、
と
い
う

と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
〈
収
蝕
｜
分
散
・
個
別
〉
問
題
に
対
処
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

（
日
）
筆
者
の
立
場
は
、
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
〈
折
衷
的
・
中
間
的
〉
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
第
一
の
理
由
は
、
一
つ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
も

〈
収
敵
｜
分
散
〉
の
両
傾
向
の
存
在
を
発
見
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
第
二
の
理
由
は
工
業
化
（
工
業
文
明
）
の
衝
撃
力
の
巨
大
さ
に
拘
わ
ら
ず
、
各
社
会
シ
ス
テ

ム
の
自
然
、
風
土
、
社
会l
文
化
環
境
そ
し
て
国
際
関
係
は
決
し
て
、
工
業
化
を
媒
介
と
し
て
全
面
的
に
同
質
化
す
る
な
ど
と
仮
定
で
き
ぬ
こ
と
。
第
三
の
理
由
は
、
海

外
よ
り
新
た
な
文
明
を
導
入
す
る
際
、
そ
れ
は
模
倣
・
摂
取
と
い
う
単
純
な
過
程
で
は
な
い
と
指
摘
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
海
外
文
明
の
摂
取
に
あ
た
っ
て
は
、

異
質
文
明
の
摂
取
を
な
す
主
体
の
持
つ
創
造
性
、
創
意
工
夫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
り
、
土
着
化
・
定
着
化
の
た
め
に
は
、
自
己
文
化
の
変
革
の
み

な
ら
ず
、
海
外
文
明
そ
の
も
の
の
変
容
が
必
然
化
さ
れ
‘
結
果
と
し
て
、
二
つ
の
文
化
・
文
明
の
交
流
か
ら
更
に
個
性
的
な
文
化
・
社
会
制
度
が
成
立
し
う
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
有
賀
は
『
既
成
の
文
化
伝
統
は
幹
い
い
志
野
か
動
静

b
b
引
か
、
徐
々
に
で
あ
る
が
、
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
民
族
文
化
に
よ
り
一
層
多

彩
な
個
性
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
』
（
傍
点
引
用
者
、
有
賀
喜
左
衛
門
「
共
同
体
と
現
代
」
同
著
中
野
卓
編
『
文
明
・
文
化
・
文
学
』

未
来
社
、
一
九
八
O
年
、
一
二
O
頁
）
と
示
唆
す
る
が
、
深
い
含
蓄
の
あ
る
文
章
と
思
わ
れ
る
。

（
日
）
一
般
に
、
地
域
研
究
は
と
も
す
れ
ば
各
地
域
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
目
を
む
け
が
ち
と
な
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
で
考
え
た
よ

う
に
〈
収
敵
｜
分
散
・
個
別
〉
の
議
論
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
少
と
も
そ
の
よ
う
な
弊
害
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
研
究
の
特
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殊
性
強
調
へ
の
批
判
は
、
前
出
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
八
巻
第
三
・
四
号
合
併
号
の
安
場
保
士
口
氏
の
コ
メ
ン
ト
（
五
三

l

五
四
頁
）
を
参
照
。

も
う
一
つ
の
社
会
変
動
の
源
泉

一
般
的
に
は
、
今
ま
で
の
議
論
で
社
会
変
動
に
つ
い
て
の
論
述
は
終
了
す
る
の
で
あ
る
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
社
会
変
動

オーストラリア社会論の課題と方法に関する若干の考察（関根）

を
考
え
る
時
、
見
逃
が
せ
な
い
問
題
が
あ
る
。
も
う
一
つ
の
変
動
の
源
泉
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
社
会
変
動
の
原
因
は
、

工
業
化
過
程
の
中
で
大
量
に
移
住
し
て
き
た
非
英
語
国
民
（
ロg
，

(1
) 

閉
口
問
－
5
8
g
E
Z
E
q
g
Z

）
の
も
た
ら
し
た
文
化
｜
社
会
的
衝
撃
は
巨
大
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

工
業
化
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、

一
九
四
七
年
よ
り
大
量
移
民
計
画
が
実
施
さ
れ
た
が
、
理
由
は
次
の
二
つ
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
付
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
防

衛
の
た
め
の
人
口
拡
大
、
同
そ
の
人
口
を
支
え
る
た
め
の
工
業
化
に
必
要
な
各
種
労
働
力
の
供
給
、
で
あ
る
。
こ
の
移
民
計
画
、
当
初

は
イ
ギ
リ
ス
系
移
民
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
よ
り
の
移
民
が
不
足
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
や
い
な
や
、
戦
争
難
民
あ
る
い
は

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
タ
リ
ア
・
ュl
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
）
な
ど
の
非
英
語
国
民
に
そ
の
供
給
先
を
求
め
た
。
し
か
し
、一
九
五
O
年

代
、
六
0
年
代
の
工
業
化
が
成
功
し
さ
ら
に
労
働
力
の
需
要
が
生
じ
た
時
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
々
に
も
門
戸
が
開
放
さ
れ
た
（
一

九
六
六
年
の
白
豪
主
義
の
終
鷲
）
。
こ
の
結
果
、
人
種
構
成
の
多
様
化
と
と
も
に
価
値
・
規
範
体
系
、
言
語
・
宗
教
の
多
様
化
を
促
し
た
。

ま
た
人
々
の
噌
好
の
変
化
（
料
理
・
衣
服
）
は
食
料
・
衣
料
製
造
工
業
品
目
の
多
彩
化
を
生
み
経
済
的
刺
激
も
生
む
結
果
と
な
り
、
漸
次

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
変
化
を
促
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活
動
は

政
治
に
も
及
び
は
じ
め
変
化
の
輸
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
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こ
の
文
化
の
多
様
化
は
、
移
民
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
へ
の
同
化
（
富
田
町
E
F
2
3

）
の
問
題
と
抵
触
す
る
。

一
九
五
0
年
代
、
六



オース卜ラロアの人口（誕生地別）第 1 表

オーストラリア

英国・アイルランド

イタリア

ギリシャ

ユーゴスラヴィア

ドイツ（西ドイツ）

オランダ

その他のヨーロッパ

アメリカ

アジア

アフリカ

ニュージーランド

その他

1976 

Q
d

つ
白

1
ム

1
ム

T
よ

O
O

庁
t
n
o

氏
U
Q
U
F
h
d

司t

つ
中

9
8
2
1
4
1
0
0
2
0
l
o
o
n
u
 

門i

1971 

Q
U

戸b

円
ο
q
u

ハ
U
Q
d
Q
U
F
h
d
A
T
n
J

戸h
u

円
。
つ
山

Q
山
口
弘
Z
L
L

仏
仏

q
ム
仏

L
0
0
0

円d

1966 

ハ
り

Q
d

司
J

つ
自
白

U
Q
U
Q
d

戸O
q
u
Q
d
A

＆

F
h
U
1
ム

L

1

2

1

0

0

0

2

0

0

0

0

o

 

n
6
 

1961 

ー
ム
円
，
L

ワ
ω

庁
t

に
d

ハ
u
n
U

に
U

つ
白
只

u
q
O
A

佳

τ
i

a
7
2
0

仏

1
1
2
0
0
0
0
0

口
。

1954 

月i
4

‘
内

d
q
u
q
u

司
t

ハo
q
u

ワ
白
氏

U

つ
白
戸
h
U
1
4

1
7
1
0
0

仏
仏

Z
0
0
0
0
O

Q
U
 

1947 

90.2 

7.2 

0.4 

0.2 

0.1 

0.2 

0.5 

0.2 

0.3 

0.1 

0.6 

0.1 

100. 。100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 牛
i

==”” 
ム、
日

0
年
代
は
こ
の
政
策
が
移
民
政
策
の
基
調
と
な
っ
た
が
、
同
化
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へ
の
移
民
側
か
ら
の
抵
抗
、
な
い
し
は
ホ
ス
ト
社
会
オ
i
ス
ト

(Australian Bureau of Statistics, Social IndicαtoηNo. 3, 1980, Canberra, p. 9) 

ラ
リ
ア
の
同
化
政
策
遂
行
能
力
の
限
界
な
ど
に
よ
っ
て
同
化
政

策
の
続
行
が
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
O
年

代
の
後
半
よ
り
、
非
英
語
系
国
民
の
増
大
の
事
実
（
第
一
表
参
照
）

も
手
伝
い
、
各
エ
ス
ニ
ッ
グ
別
の
文
化
・
社
会
的
伝
統
・
慣
習
・

言
語
の
維
持
・
継
承
を
認
め
つ
つ
、
最
低
限
市
民
社
会
の
共
通

ル
ー
ル
を
守
り
社
会
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
統
合
（
Z
Z
’

同
町52
0
H
H）
政
策
な
い
し
は
更
に
そ
の
程
度
を
高
め
る
多
元
文
化

社
会
化
（
自
己
平g
H
Z
s
－5
5

ロ
）
へ
の
努
力
が
公
認
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
含
蓄
は
非
常
に
大
き
い
。
な
ぜ
な

ら
文
化
・
生
活
様
式
が
、
一
定
範
聞
の
中
と
は
い
え
、
文
化
｜

社
会
変
動
へ
の
衝
撃
力
と
し
て
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
衝
撃
力
を
見
逃
が
せ
ぬ
大
き
な

理
由
が
あ
る

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
衝
撃
力
の
存
在
を
認
め
る
と
、
そ

こ
に
大
変
興
味
深
い
問
題
が
限
前
に
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
は

収
飲
と
分
散
と
の
問
題
に
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち工
業
仏
の



普
遍
的
圧
力
に
対
し
、
移
民
の
多
く
が
持
ち
込
ん
で
く
る
伝
統
的
・
農
村
的
文
化
｜
｜
移
民
の
中
で
も
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
近
東
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
移
民
・
難
民
は
農
村
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
者
が
多
い
！
！
と
の
聞
に
複
雑
な
文
化
摩
擦
を
お
こ
す
が
、

こ
の
諸
結
果
に
つ
い
て
の
分
析
が
興
味
深
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
村
的
伝
統
文
化
拘
束
力
が
な
い
と

(2
) 

い
う
点
を
補
っ
て
余
り
あ
る
重
要
な
問
題
と
な
り
、
貴
重
な
研
究
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
期
待
し
得
る
。

オーストラリア社会論の課題と方法に関する若干の考察（関根）

（1
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
移
民
計
画
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
同
」
（
『
法
学
研
究
』
前
出
）
に
て
論
じ
た
が
よ
り

詳
し
く
は
以
下
の
二
著
作
を
参
照
さ
れ
た
い
．
－
『
・

H
・
冨
伊
ユZ
－
『
吉
国
内
内
匂
喜
三
M
M唱
志
向
均
時
三
時
～
み
ま
マ
ミ
仇

Q
S

同
略
的
国
u
q詩
的
問
∞
忌h
I
N
u－
－
（
の
g

話
。
〉
ロ
g
h
v
d
ロ
項
目p

m
吋
円E
S
－
－
巴
斗
∞
）
w
H
H・
回
吋
吋
叩
己
記
戸
内
凶
同
盟
吋
可
申
ロ
w
h
H
H
L「怒
号
巴
」
可
、
8

日
比
三
』V
O
B
H
L

門H
門
出o
s
c
s
円
四h
s
白
N
1
Q
N
出Q
S

め
c
q出
向
門
町
（

F
。
ロ
m
B
P
ロ
の
y
g
y
u・9

宮
四
日
げ
。
ロ
H
1ロ
0
・

H
φ∞
］
戸
）
・

（2
）
ワ
イ
ル
ド
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
代
表
的
な
五
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
を
概
観
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
い
う
。
『
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
学
が
農
村
的
オ

l

ス
ト
ラ
リ
ア
を
賞
賛
し
て
い
る
し
、
ま
た
仲
間
主
義
自
巳
g
E

旬
、
平
等
主
義
諸
己
目E
ユ
S
U
H
H
Hと
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
そ
の
上
に
成
り
立
っ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
社
会
研
究
は
幾
分
異
な
っ
た
状
況
を
示
し
て
く
れ
る
』
戸
〉
・
当
ロ
テ
8

・
丘
了
間V・a
・

四

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
課
題

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
研
究
の
方
法
と
課
題
に
つ
い
て
今
ま
で
述
べ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
と
め
の
意
味
で
、
オ
l
ス
ト
ラ
リ

ア
社
会
論
の
研
究
枠
組
を
こ
こ
に
図
示
（
第
七
図
参
照
）
し
、
研
究
課
題
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

千今

過
去
・
現
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
変
遷
・
変
動
を
学
際
的
（
相
補
・
対
抗
的
視
点
を
も
含
む
）
に
、
ま
た
方
法
的
に
多
元
的
な
研

究
お
よ
び
そ
れ
ら
の
成
果
を
利
用
し
つ
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
過
去
の
変
動
（
工
業
化
・
社
会
変
動
）
の
過
程
（
工
業
化
以
前
も
含
む
）

に
つ
い
て
研
究
す
る
。

。

第
け
の
研
究
を
土
台
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
現
代
・
未
来
変
動
の
状
況
を
、
変
動
の
源
泉
と
そ
の
制
約
（
拘
束
）
的
要
因
・

323 

促
進
的
要
因
を
明
確
に
し
つ
つ
記
述
・
予
測
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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ウ

第 7 図

台

第
。
の
研
究
を
土
台
と
し
て
究
極
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の

324 

国
内
的
問
題
・
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
変
動
の
制
御
・
計
画
の
た
め
の
処

方
築
を
出
す
、
ま
た
は
指
針
を
考
え
る
。

制

以
上
ハ
円
！
白
の
目
的
に
使
っ
た
研
究
の
中
か
ら
ま
ず
地
域
研
究
の
方

法
・
課
題
に
つ
い
て
の
再
考
・
反
省
の
た
め
の
材
料
を
見
つ
け
出
す
。

自然・国際環境

同

そ
し
て
、
社
会
変
動
状
況
と
工
業
化
（
脱
工
業
化
・
高
度
工
業
化
）
の
過
程

を
吟
味
し
、
変
動
研
究
の
目
的
〈
収
飲
i

分
散
・
個
別
〉
の
議
論
の
進
展

の
た
め
の
材
料
を
獲
得
す
る
。

ωリj
停
は
歴
史
変
動
研
究
お
よ
び
工
業
化
・
社
会
変
動
研
究
、
未
来
予
測

に
関
す
る
記
述
的
・
実
践
的
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し

て
伺
1

伺
は
、
地
域
研
究
の
方
法
・
課
題
お
よ
び
社
会
変
動
論
に
関
す
る
分

析
的
・
理
論
的
研
究
と
い
え
る
。
以
上
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
論
の
中

心
課
題
で
あ
る
。

（1
）
な
お
、
地
域
研
究
の
方
法
と
課
題
に
関
し
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
様
々
な
見
解
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
研
究
者
の
価
値
・
哲
学
に
基
づ
く
違
い

に
よ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
研
究
対
象
地
域
の
性
格
に
も
よ
ろ
う
。
従
来
、
地
域
研
究
は
非
先
進
諸
国
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
）
を
白
人
を
中
心
と
す
る
仲
ん
が
研
究
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
外
人
に
は
日
本
人
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社

会
研
究
は
一
方
で
日
本
研
究
の
対
象
た
る
日
本
人
に
よ
る
西
欧
社
会
に
属
す
一
つ
の
先
進
社
会
の
研
究
と
い
う
形
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
か
ら
新
た
な
問

題
が
生
す
る
や
も
し
れ
ぬ
。
本
稿
で
は
、
筆
者
自
身
の
地
域
研
究
に
対
す
る
方
法
と
課
題
を
一
方
的
に
論
じ
た
が
、
い
ず
れ
地
域
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
た
い

と
思
う
．


